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ⅠnducedCharge(以下, ICと略す )とは,外場中でのフェルミオン系の粒子数演算子 の真空期待
値である.このICの研究は,Jackiw とRebbil)が,ソリトンを含む1十 1次元 massl｡ssフェルミオ
ン系でのソリトンのフェルミオン数期待値を議論したことに始まる｡しかし,彼らの議論は,荷電共役対
称性を仮定していることが本質的であり,そのままの形で massiveフェルミオン系には適用できない｡
その後,多くの人々2)刊 こよって massiveフェルミオン系でのICの計算が試みられ,±1/2(1十 1
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満す.カイラルゲージ変換 tV(-)一g′(x)- eiT3A(Ⅹ'V(x),i(.r)-Q,(a)-6-2iAG｡¢(a)) に対
する-2Eの不変性から,カイラル電荷,電流密度 p(5)(a),j(5)(x)が定義されるが,それらは期待値とし
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